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フ レ ク シ ョ ン を 行 う に あ た っ て は ，
Korthagen の「 ８ つの窓」７）による方法を用
いた。
前述のようにリアリスティック・アプローチ




























































「 ３ どちらともいえない」「 ４ ややあてはまる」































































































保育者（教師）になるのは天職だと思う 2. 92 3. 27 .350 .000＊
どの仕事についてもなんとなくやっていけると思う 3. 32 3. 35 .028 .805
大学の授業を通じて保育（授業）を見る際の視点が増えた 3. 68 3. 85 .167 .192
大学での（教職の）学びは有意義だった 3. 59 3. 77 .173 .051＋
頼りになる同級生がいる 4. 13 4. 22 .083 .505
保育者（教師）になったとしたらやっていける見通しがある 3. 13 3. 10 －.033 .749
自分の行動を客観的に振り返ることができる 3. 40 3. 48 .083 .527
決まりきったやり方を疑ってみることがある 3. 10 3. 28 .183 .132
子どもの視点から物事を考えることができると思う 3. 58 3. 53 －.050 .659
子どもの欲求や感情について考えてみることがある 3. 70 3. 73 .033 .766
子どもに寄り添える保育者（教師）になれそうだ 3. 53 3. 53 .000 1.000
保護者の気持ちが理解できると思う 3. 20 3. 18 －.017 .849
保護者に寄り添える保育者（教師）になれそうだ 3. 27 3. 25 －.017 .843
難しい保護者への対応に自信が持てた 2. 35 2. 53 .183 .188
保育者（教師）としての資質が自分にはある 2. 90 3. 02 .118 .266
保育者（教師）として必要な技能を身につけた 3. 18 3. 35 .167 .077＋
保育者（教師）として必要な知識を身につけた 3. 38 3. 43 .050 .626
子どもの命を守る重要性を自覚している 4. 15 4. 29 .138 .107
状況に応じた子どもへの言葉がけができる 3. 32 3. 40 .083 .480
クラス運営ができる 2. 70 2. 68 －.017 .854
行事の運営ができる 2. 77 2. 68 －.083 .470
子ども（児童）の問題に寄り添える 3. 40 3. 33 －.067 .551
子ども（児童）同士のけんかを仲裁できる 3. 20 3. 18 －.017 .883
子ども（児童）が何につまずいているか理解できる 3. 18 3. 28 .100 .277
保育者（教師）となった場合にとても辛い事がおこったとき





































































有意義だった N/A 　.086 －.309
＊
頼りになる同級生がいる 　.204 　.167 －.254＋
教師になったとしたらやっ




























クラス運営ができる －.243＋ 　.169 　.394＊＊
行事の運営ができる －.270＊ 　.177 　.441＊＊
子ども（児童・生徒）の問
題に寄り添える －.106 －.013 　.281
＊
子ども（児童・生徒）同士









































































































































































７ ） F. A. J. Korthagen et al, “Linking Practice 
and Theory: The Pedagogy of Realistic 
Teacher Education” p. 121 Figure 7. 2, 
Routledge, 2001
８ ） 今後の教員養成・免許制度の在り方について
（答申）（平成18年 ７ 月11日，中央教育審議
会）より
９ ） 一般社団法人保育教諭養成課程研究会「平成
27年度文部科学省委託『幼児教育の質向上に
係る推進体制等の構築モデル調査研究』幼稚
園教員養成課程カリキュラムと現職研修との
ギャップの検証報告書『新採ギャップ』に関
する研究─幼稚園教員養成校学生との比較
─」平成28年，http://www.youseikatei.
com/pdf/20160602_4.pdf（最終閲覧日平成30
年 １ 月30日）
付記
本研究の成果の一部は，本研究は科学研究費
助成金基盤研究（C）「教師の専門性の向上に
資するリフレクションを用いた教師教育モデル
の開発」（課題番号 15K04264）の助成を受け
たものである。
